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研究成果の概要（和文）：本研究は、西洋思想史における「利益」およびその対抗概念である「没利益」をめぐ
る議論の展開を調査したものである。本研究は、「没利益」の概念をマルセル・モースが有名な論考「贈与論」
で分析した「贈与」のトピックと関連づけるとともに、この主題がエマニュエル・レヴィナスやジャック・デリ
ダといった現代フランス哲学者によってどのように扱われたのかを示した。本研究は、デリダの議論に対してお
もに社会学や人類学から提起されてきた反論に哲学の側から応答することで、モースの「贈与論」をより広い思
想史的文脈のもとで捉え直す視野が得られたと考えられる。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the development of the notions of “
interest” and its counter-concept “disinterestedness” in Western thought. We related this latter 
notion to the topic of “gift”(don) that Marcel Mauss analyzed in his famous essay “Essai sur le 
don” and we tried to show how this subject was treated by several French contemporary philosophers 
like Emmanuel Levinas and Jacques Derrida. From the side of philosophy, we responded to the 
criticism that sociologists and anthropologists had directed toward Derrida, in order to reconsider 
Mauss’ “Essai sur le don“ in a broader context of the intellectual history.

研究分野： 思想史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで「利益」の概念をめぐる思想史的研究はさまざまな角度から行われてきたが、それに比べて、価値中立
的な美的判断という美学的用法を除くと、「没利益」の概念をめぐる包括的な研究はほとんど行われてこなかっ
た。本研究は、この概念を軸に、マルセル・モースの贈与論とエマニュエル・レヴィナスの思想の関連を調査す
ることで、レヴィナスの思想の幅広い哲学的意義を明らかにするとともに、先行研究のなかで通説化されてきた
モース受容の解釈の新たな側面を抽出することができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）これまでの西洋思想史のなかで、「利益（intérêt）」の概念はおもに社会思想・政治思想の
分野で多様な角度から論じられてきたが、その対立概念である「没利益（désintéressement）」に
ついては、価値中立的な美的判断という美学的用法を除くと、包括的な研究はほとんどおこな
われてこなかった。 
 
（2）「没利益」の概念とも関連が深い「贈与（don）」の概念は、とりわけモースの論考「贈与
論」の継承をめぐり、現代のフランス思想においても大きな役割を果たしている。しかし、「没
利益」の概念を用いて倫理思想を提出しているレヴィナスについて、「贈与」と「没利益」の両
概念の関連を論じた研究は見られない。 
 
２．研究の目的 
（1）「利益」の概念の思想史を調査したうえで、そこから単なる「利益」の下位概念に収まら
ない「没利益」の概念が抽出されるかどうかを検討し、その哲学的意義を明らかにする。 
 
（2）レヴィナスの「没利益」の思想が、「利益」の思想史全体に対置されうる視点を提出しえ
ているのかを、内在研究および関連する論者や文脈との対照を通じて明らかにする。 
 
（3）一つの個別主題として取り扱われてきたモースの「贈与」の主題が、「利益」および「没
利益」の思想史というより広い思想史的文脈にどのように接続されうるのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
（1）「利益」概念の思想史的研究を整理し、これまでさまざまな文脈で個々に記述されていた
「利益」概念の多義的用法をまとめ、その通史的な展開を明らかにする。この思想史的調査に
もとづき、特に「没利益」の概念に関連が深いと思われる論者の議論を取り上げ、当該概念の
析出可能性を調べる。 
 
（2）モースの「贈与論」を思想史的に位置づけるために、最新の一次資料および専門研究を調
査し、「贈与」の概念が「利益」および「没利益」の思想史とどのような関連を有するのかを検
討する。 
 
（3）レヴィナス、デリダらにおける「贈与」および「没利益」の概念を調査し、これらの現代
フランス哲学の潮流と「利益」の思想史との関係について考察する。 
 
４．研究成果 
 
（1）「利益」概念を思想史的観点から整理したうえで、それを踏まえた「没利益」の概念の析
出のための調査をおこなった。特にフランスのモラリストであるラ・ロシュフコーの言説を分
析し、「没利益」を「利益」の否定ではなく単なる偽装とみなすことで「没利益」を一般的な「利
益」概念のなかに組み込もうとする見解の理論的筋道と歴史的展開を調査した。 
 
（2）現代フランス哲学における「没利益」概念の研究として、デリダが『時間を与える』で展
開しているモースの「贈与論」読解の再検討をおこなうとともに、レヴィナスにおける「贈与」
の主題をモースの議論と接続可能かどうかを検討した。その過程で、一見すると「贈与論」の
辛辣な批判と解釈されうるデリダの議論が、むしろ時間の贈与という積極的な贈与の可能性を
「贈与論」そのものに即して提示していることを示したうえで、「エコノミー」と区別される贈
与の構造および贈与のアポリアが同様に見られるレヴィナスの思想においても、贈与が「隔時
性」という時間として考えられていることを明らかにした。モースの人類学的議論と、デリダ
およびレヴィナスの哲学的議論を接続するとともに、デリダの議論に対しておもに社会学や人
類学から提起されてきた反論に哲学の側から応答することで、「贈与論」をより広い思想史的文
脈のもとで捉え直す視野が得られたと考えられる。 
 
（3）モースが「贈与」概念を提出するにあたって参照した可能性のある、経済をめぐる社会学
的分析についての歴史研究をおこなった。モースの「贈与論」は当該分野の記念碑的著作と目
される一方で、それが経済社会分析において占める歴史的位置づけはいまだ不明瞭なままにと
どまっている。そこで本研究はモースも寄稿している『社会学年報』を調査した。なかでも、
『年報』グループの一人である経済学者シミアンが執筆した利子や資本をめぐる研究の書評の
分析によって、「利益」／「没利益」や商業交換／贈与交換といった「贈与論」と同一の関心が
両者のあいだで共有されていることが明らかとなった。同時に、モースとの関連が考えられる
同時期の経済思想家の著作を調査し、「贈与論」と比較しうる論点の析出をおこなった。 
 
（4）現代フランス哲学における「没利益」概念の研究に関して、その中心人物であるレヴィ



ナスの思想について、次の研究をおこなった。 
①先行研究において強調されてこなかった作家ロレンスとの主題的な関連を、公私にわたって
レヴィナスとの関係が深かったヴァールの著書の分析を媒介とすることで明らかにした。 
②レヴィナスがロシア語でつづった青年期の詩および散文作品を分析することで、これまでほ
とんど知られていなかったストラスブール大学時代のレヴィナスの関心の所在を明らかにする
とともに、のちの哲学著作にまで通底しているいくつかの主題がすでにこれらのロシア語著作
に現れていることを示した。 
③レヴィナスの後期の主著『存在するとは別の仕方で あるいは存在の彼方へ』および『貨幣
の哲学』を分析対象とし、レヴィナスがスピノザやハイデガーを介して「内存在性」の価値論
を批判する点に着目することで、レヴィナスが最晩年に提出する「没利益」の概念を広範な哲
学史のなかに位置づける可能性について検討した。 
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